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てきたかということを見直していけば、その中に

全ての根拠があります。人間や動物が生きる一番

のもとは植物です。植物が全ての栄養素と酸素を

つくり出しています。この厳然とした事実が一番

重要であり、これを抜きにしてエビデンスはあり

ません。

園芸療法を作業療法の視点から見ると、人が植

物を利用するときに起きる行為というのは、育て

る、過ごす、感じる、取る、使うという５つの要

素に分類できます。この要素の中に人間の機能が

全て含まれています。植物を育てて利用するとい

うことは、人間が生きる一番の基盤です。だから

我々が持っている感覚運動機能全てを使うのが植

物を育てて利用することにあります。植物を育て

て利用して、我々人類が延々と続いてきたのです

から、犬のようにするどい嗅覚も必要はないし、

するどい爪も必要がないわけです。ただ、我々に

は、植物を育てて収穫して利用するために必要な

感覚や運動というのが残っているのです。逆に言

えば、植物を育てることを通して、我々の心身の

基本機能を改善したり、維持したりすることがで

きるはずです。この機能を補完代替療法というこ

とで、経験的に使ってきたと思います。

育てるという行為は、いろいろなアクティビテ

ィの中でもとても重要なことです。植物を育てる

ためには、土を掘って砕いて耕してならして、種

をまいたり、苗や球根を植えたり、水をまいたり、

草を取ったりしなければなりません。これらの行

為の中には、人間のいろいろな新陳代謝を増進さ

せるような機能がありますし、あわせて心身の機

能全体を賦活します。それと身体自我と言って、

私がこうして生きているという一番ベースになる

部分がとても大事になってきます。そういうもの

とか、少し一生懸命体を動かすことによって、気

分の転換を図る衝動の適用的発散があります。私

はこういうふうにして生きている。自分が手をか

けた植物がこうして育ってくれている。この植物

は人を生かすものだということが、人間の自我を

保ってくれます。そして、過ごすということは、

植物の育ちをともに過ごすことで、赤ちゃんを育

てて、赤ちゃんと一緒に過ごすのによく似ていま

す。諦めるわけではなく、自分の思いどおりにな

らないものに、自分の身を任せながら一緒に過ご

す。好きなときに好きなようにできるわけではな

いですから、その植物に合わせるということは、

見当識障害の中でも一番重要な時間や季節の感覚

を回復します。昔は、思いどおりにならないもの

があるから、医療では使えないと言われました。

医療の中のリハビリテーションは、365日同じ環

境で提供されなきゃいけないと思い込んでしまっ

ているのです。これは医療従事者にとっては大


